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会
へ
の
会
員
拡
大
等
の
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
北
海
道
支
部
協
議
会
の
峯

後
会
長
、
札
幌
退
職
者
連
合
の
馬
淵
事

務
局
長
、
衆
議
院
議
員
の
道
下
大
樹
さ

ん
、
組
織
内
議
員
の
畠
山
み
の
り
道
議

会
議
員
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
労
働
福

祉
団
体
を
代
表
し
て
北
海
道
労
働
金

庫
の
信
岡
聡
様
の
挨
拶
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

労
組
北
海
道
総
支
部
の
萩
原
委
員
長

の
メ
ッ
セ―

ジ
を
読
み
上
げ
永
年
役

員
表
彰
（
１
０
年
３
名
、
５
年
４
名
）

者
へ
の
賞
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。 

休
憩
の
後
、
各
種
報
告
・
提
案
・
議

事
を
行
い
、
人
事
委
員
長
代
行
の
髙
橋

副
会
長
よ
り
２
０
２
３
年
度
役
員
の

体
制
を
説
明
し
ま
し
た
。 

質
問
・
意
見
等
は
特
に
な
く
全
て
の

報
告
・
提
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
、
一
年
間
の
活
動
方
針
が
確
立
さ
れ 

 

札
幌
退
職
者
の
会
「
第
２
５
回
定
期
総
会
」 

４
年
ぶ
り
の
通
常
形
式
で
の
開
催
な
る 

 

 

第
２
５
回
定
期
総
会
は
、
１
０
月

１
８
日
（
水
）
１
５
時
か
ら
札
幌
ガ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
会
員
９
３
名
、

来
賓
等
７
名
の
参
加
に
よ
り
、
４
年

ぶ
り
と
な
る
「
通
常
形
式
」
で
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
亡
く
な
ら

れ
た
会
員
、
３
３
１
名
に
対
す
る
黙

と
う
の
後
、
議
長
に
山
本
勤
さ
ん
（
手

稲
区
）
を
選
出
し
、
佐
野
会
長
の
挨

拶
で
、 

①
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
粛
が
続
き

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

十
分
取
れ
な
か
っ
た
。 

②
退
職
者
の
会
は
結
成
か
ら
５
０

年
の
節
目
を
迎
え
、
今
こ
そ
政
治
の

出
番
で
あ
り
、
現
・
退
一
致
の
取
り

組
み
が
必
要
。 

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
現
状
に
つ
い
て
固
定

電
話
が
１
０
０
万
回
線
以
上
の
減

少
、
企
業
本
部
の
再
編
、
退
職
者
の 

 
ボランティア・ユーネットの第２８回総会が１１月２日

（木）カデル２・７で開催されました。 
総会は、大会議長に石川実さんを指名し始まりました。 
最初に的場会長から、コロナ禍がまだ収まってはいない

状態が続いておりますが、徐々にボランティア活動が動き
始めましたとの挨拶がありました。 
次に佐野札幌退職者の会会長の挨拶がありました。 
その後、議事に入り、溝口事務局長から、昨年度の活動

報告、今年度の活動計画等を提案し、中村会計監査員が会
計監査報告をして質疑に入りました。 

 

【 定期総会模様 】 
 

【 懇親会模様 】 

第２８回定期総会開催  

 

年間の活動方針が確立 

【 定期総会模様 】 

ボランティア・ユーネット 

ま
し
た
。 

今
後
の
運
動
の
方
向
と
し
て
会 

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
の
た
め
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・
ふ
れ
あ
い
活
動

等
多
く
を
計
画
し
、
実
施
し
ま
す
の

で
、
数
多
く
の
会
員
様
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
の
席
に
移

動
し
久
し
ぶ
り
の
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。 

 

※
永
年
表
彰
者 

 

５
年
表
彰
者 

写
真
右
か
ら 

 

森
優
美
子
さ
ん 

平
崎 

博 

さ
ん 

齋
藤 

忠
さ
ん 

髙
橋 

勝
嘉
さ
ん 

津
田
昌
明
さ
ん 

安
田 

京
子
さ
ん 

鎌
田
協
資
さ
ん 

時間内に議事を終わ
り、懇親会会場へと移
動しました。 
懇親会は会長の乾杯

に始まり、和やかな雰
囲気で過ぎて行きまし
た。 
これからの活発な活

動に期待しておりま
す。 

 

【永年役員表彰 10年の皆さん】 
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 【凡例】  

①NTT 退職時の職場 
②趣味・特技 
③私のモットー 
④好きなテレビ番組 
⑤幹事になって一言 

新 役 員 紹 介 

 

 

 ➀ NTT 東日本北海道 

② クレイフラワー・ニッ

トソーイング 
③ 継続は力なり 
④ ありません 

⑤  よろしくお願いいた
します 

第
一
回
『
幹
事
会
』
模
様 

１
１
月
１
５
日
午
後
１
時
か
ら

カ
デ
ル
２
・
７
に
お
い
て
新
年
度

第
一
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
座
長
に
井
川
副
会
長
を
選
出

し
、
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
北
海
道
総
支
部
の
定

居
副
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

佐
野
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
） 

①
国
の
財
政
は
大
判
振
る
舞
い

の
後
に
増
税
に
な
る
こ
と
は
明
ら

か
。
岸
田
内
閣
の
支
持
率
は
下
が

っ
て
い
る
が
、
政
党
支
持
率
で
は

与
党
の
支
持
は
高
い
ま
ま
に
あ

り
、
野
党
の
支
持
拡
大
と
は
な
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。 

②
退
職
者
の
会
の
現
況
に
つ
い

て
は
、
年
々
加
入
率
が
低
下
し
て

お
り
、
各
種
活
動
や
レ
ク
参
加
者

も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め

組
織
拡
大
に
向
け
て
、
退
職
再
雇

用
者
に
つ
い
て
は
退
職
者
の
会
へ

の
加
入
勧
奨
を
基
本
と
す
る
方
針

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

道
総
支
部
の
定
居
副
委
員
長
あ

い
さ
つ
（
要
旨
） 

①
こ
れ
か
ら
も
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
と
協
力
し
、
退
職
者
の
会

へ
の
加
入
促
進
の
拡
大
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

②
道
内
の
顧
問
弁
護
士
へ
の
相

談
件
数
の
う
ち
５
６
％
は
退
職
者

の
会
員
か
ら
で
あ
り
、
相
続
・
家

族
関
係
・
特
殊
詐
欺
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
心
配
ご
と
は
早
め
に
相

談
す
る
よ
う
に
願
い
た
い
。 

安
部
事
務
局
長
か
ら
今
後
の
運

営
体
制
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
各
専
門
委
員
会
リ

ー
ダ
ー
か
ら
活
動
計
画
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ユ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
活
動
報

告
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望

す
る
会
員
募
集
の
案
内
が
さ
れ
ま

し
た
。 

提
案
に
対
す
る
質
疑
の
あ
と
、

新
た
な
幹
事
の
紹
介
が
あ
り
、
幹

事
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

➀ NTT 東日本北海道 

② 旧バトミントン部 
③ 臨機応変 
④ 韓流ドラマ 

⑤  先輩方の元気な様子
をお伝えしたい 

➀ NTT 東日本営推部 

② 何にでも手を出す（ヘ

タのヨコ好き） 
③ 天上天下唯我独尊 
④ BS 番組（ドキュメン

タリー） 
⑤ 宜しくお願いします 

➀ NTTME 北海道 

② パークゴルフ 
③ 皆さんと仲良く 

④ ニュース番組を見る
こと 

⑤ ２年間は頑張ります 

➀ NTT 労組北海道総支部     

② ゴルフ、カラオケ 

③ ケ・セラ・セラ 
④ 韓国ドラマ 
⑤  退職して７年間ぬるま

湯にドップリ浸かりま
したので、お役に立てれ
ば宜しくお願いします 

➀ NTT 東日本北海道 

② 日曜大工、野球応援 
③ 思うは招く、怠れば

危うし 

④ 怪談のシーハナ聞か
せてよ 

⑤ 早く世間慣れします 

⑤ 頑張ります 

➀ NTT 東日本北海道 

② ゴルフ一筋 

③ 結果を求めるな、結
果はついてくる 

④ NHK 朝ドラ 

⑤ 微力ながら頑張りま 
  す  

➀ NTT ネクシア 

② 趣味（ゴルフ、ミュズ
レ収集、家庭菜園） 

  特技 弦楽器演奏 

③ 習うより慣れよ 
④ 殆ど見ません 
⑤  お役に立ちたいです

れば 

 

 

 幹事 岩村 重勝   幹事 表 一子  

    

幹事 串田 政美 

 

 

幹事 熊谷 裕子 

￥￥￥￥￥￥ 

 

幹事 山本 隆 幹事 山本 和範 幹事 西川 弘樹 幹事 長澤 文雄 

 

 

  

  

【幹事会模様】 
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私
は
、
現
在
八
十
四
歳
で
す
。

高
校
二
年
生
の
時
よ
り
短
歌
を

作
り
続
け
て
昨
年(

令
和
四
年
八

月)

に
二
冊
目
の
歌
集
を
上
梓
致

し
ま
し
た
。 

第
一
歌
集
は
、
五
十
歳
の
時
。 

歌
集
名
は
『
骨
笛
（
ミ
ル
カ
ン
）
』

で
す
。
第
二
歌
集
は
、
西
区
発
寒

に
半
世
紀
ほ
ど
も
長
く
棲
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
『
発
寒
河
畔―

さ
く
ら
鳥
の
来
る
と
こ
ろ―

』
と

致
し
ま
し
た
。
こ
の
歌
集
が
、
今

年
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク(

令
和
四
年
度)

優
良

歌
集
賞
」
の
受
賞
と
な
り
、
賞
状

と
立
派
な
楯
を
頂
き
ま
し
た
。
主

人(

四
十
一
歳
に
て
逝
去)

へ
の

お
土
産
が
出
来
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

短
歌
と
の
巡
り
合
い
は
、
自
発

的
な
も
の
で
、
万
葉
集
や
石
川
啄

木
、
与
謝
野
晶
子
と
言
う
有
名
な

歌
人
か
ら
の
影
響
で
も
な
く
作

品
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多

分
、
教
科
書
か
ら
学
ん
だ
「
五
、

七
、
五
、
七
、
七
」
の
調
べ
や
韻

律
が
私
の
胸
の
琴
線
に
触
れ
た

か
ら
だ
と
、
ま
た
胸
の
中
に
く
す 

ぶ
り
続
け
て
い
る
思
い
を
短
歌

の
形
に
す
る
こ
と
で
、
精
神
の
均

等
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
出
来

た
か
ら
だ
と
今
で
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。
俳
句
を
作
ら
れ
る
人
は

多
い
の
で
す
が
、
短
歌
を
作
る
人

は
現
在
で
も
あ
ま
り
お
り
ま
せ 

 

『
吾
輩
は
オ
チ
ャ
』 

鈴
木 

長
一(

北
区) 

た
。
か
れ
こ
れ
二
十
年
前
に

な
り
ま
す
。
当
時
は
や
せ
細

っ
て
お
り
、
よ
く
近
所
の
動

物
病
院
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
今
で
は
こ
ん

な
に
元
気
で
す
。
こ
れ
も
パ

パ
マ
マ
さ
ん
の
お
か
げ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
吾
輩
の
一

日
の
仕
事
は
食
事
４
回
要

求
、
不
在
時
留
守
番
、
早
朝

の
お
庭
チ
ェ
ッ
ク
、
パ
パ
・ 

孫といつまでも 
                小笠 和恵(白石区) 

 

 

短
歌
を
愛
し
て 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
石 

雅
子(

西
区) 

  

・ 
・ 

私には五人の孫がおります。 

女系と思い込んでいたのですが五人とも男の子です。 

三人娘がいて、長女と三女は近くで事あるごとに集まり

とてもにぎやかです。次女は沖縄に移住していて、その

上の子が、ジジ・ババ・北海道が大好きです。 

 

 

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、
シ

ャ
ム
の
ミ
ッ
ク
ス
猫
オ
ス
で

「
オ
チ
ャ
」
と
い
い
ま
す
。 

 
 

 

身
体
模
様
は
シ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
系
が
は
っ
き
り
と
し
、
足

長
、
耳
、
目
、
尻
尾
、
顔
等

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
パ
パ

さ
ん
家
へ
の
キ
ッ
カ
ケ
は
捨

て
猫
で
あ
る
吾
輩
が
「
カ
ラ

ス
」
の
い
じ
め
に
遭
い
、
木

陰
に
か
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ

を
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し 

マ
マ
さ
ん
へ
の
癒
し
で
す
。
で

も
本
当
は
マ
マ
さ
ん
が
好
き

で
す
。
食
事
の
時
の
み
パ
パ
さ

ん
が
好
き
で
す
。
ち
な
み
に
パ

パ
さ
ん
は
犬
派
だ
そ
う
で
す
。 

 

 

 

ん
。
百
人
か
二
百
人
に
一
人
ぐ
ら

い
と
は
淋
し
い
限
り
な
の
で
す
。

短
歌
を
作
る
人
が
少
な
い
理
由

は
、
定
型
の
「
五
、
七
、
五
、
七
、

七
」
の
七
、
七
、
の
長
さ
が
嫌
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
自

分
の
思
い
を
述
べ
る
に
は
丁
度

良
い
字
数
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
世
界
で
一
番
短
く
て
美

し
い
抒
情
詩
、
と
言
わ
れ
て
い
る

日
本
の
言
葉
や
日
本
語
の
世
界

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
見
直

し
て
頂
き
た
い
、(

私
た
ち
は
日

本
人
な
の
で
す
か
ら
・
・
・)

そ

し
て
出
来
れ
ば
「
自
分
の
思
い
」

を
ぜ
ひ
短
歌
に
し
て
頂
き
た
い
、

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
、
も
う
少
し
生
き
て
心
に

残
る
短
歌
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

夏休み・冬休みは札幌で過ごしていま

す。 

その度に私が迎えに行き、送って行き

ます。なので、年に何回も沖縄と札幌を

行ったり来たりです。 

来月も迎えに行って連れて来ます。冬は

スキーを楽しみに 

していますので、私も身体を鍛え

ています。筋肉運動・パークゴル

フ等々） 

いつまで一緒に遊べるもの

か・・・・、頑張ります！！ 

 

 

（二冊目の歌集） 

 

 

 

「スマートフォン」で左のＱＲコードを

スキャンすると『ＮＴＴ労組札幌退職者

の会』のホームページにアクセスできま

す。ホームページ画面左側の『さわやか

札幌』をタップするとカラー版で見るこ

とができます。 
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☆ 米 寿
松岡　克巳 木本　幸一 佐々木　賢治 畠　　清秀 山賀　一也 坪井　邦彦
小野　正弘

☆ 喜 寿 　
林　　伸幸 田内　弘明 宮下　周二 鹿野　和憲 布谷　方人 五十嵐克美
千葉　泰子 岡村　健二 浅見　文二 三戸　　誠 三好　和夫 塩谷　  勲
神谷　芳幸 片山　武志 片岡　　肇 村上志津椰 三沢　敏行 佐藤  賢次
小田　憲作 竹内　俊二 溝江　達夫 星川　　勉 寺西　　智 小倉　薫子
村山　一生 鴨崎　義文 岡倉　清行 田中　賢一 阿部　　忠 鶴見千枝子
押野　義雄 増子　　健 村上　克則 浜谷　勝美 小坂　　要 千田　蔵三
山本　憲夫 横道　敏恵 中川　　遶 田中　　明 上原　孝一 越善　　渉

☆ 古 希
金石　範子 中村恵美子 野口　淳一 大坂ひとみ 小林　京子 福井　敏春
谷澤　俊一 橋本　政樹 小室　　晋 岩城千代子 脇川　良男 松田　幸良
山崎　和美 庵　　　茂 間馬　雅己 岩佐　正文 増子　昌吉 安海　敏廣
梅田　　明 吉岡　定次 細谷　佳子 辻　　康範 金沢　綾子 佐藤　友彦
城内　悦治 浅井　昭宏 北野美由紀 植村　高巳 広富　和彦 大久保安貴子

【本人の訃報】 (受付順)
渡辺 弘一さん 86歳 (北　区) 没01月06日 小倉 恒夫さん 80歳 (白石区) 没04月02日

木原 憲三さん 78歳 (南　区) 没09月01日 佐藤 良幸さん 74歳 (北　区) 没08月17日

佐藤 公三さん 90歳 (白石区) 没09月03日 井上 敏一さん 73歳 (北　区) 没09月04日

林 幸 次 さ ん 78歳 (東　区) 没09月14日 相馬 国安さん 86歳 (石狩市) 没09月28日

坂下 辰美さん 71歳 (手稲区) 没09月21日 笠木 博逸さん 70歳 (西　区) 没09月20日

黒川 俊伸さん 72歳 (手稲区) 没09月22日 髙野 廣行さん 84歳 (北広島市) 没10月12日

岩崎 重利さん 83歳 (江別市) 没09月27日 大谷 幸子さん 72歳 (千歳市) 没10月24日

吉田 ひでさん 97歳 (豊平区) 没10月12日 井川 義昭さん 88歳 (杉並区) 没09月14日

深井 裕一さん 82歳 (手稲区) 没10月03日 広瀬 幸雄さん 84歳 (西　区) 没11月06日

大山 孝子さん 93歳 (西　区) 没10月17日 佐々木 悟さん 81歳 (北　区) 没11月06日

黒田知恵子さん 73歳 (東　区) 没11月03日

【配偶者の訃報】 (受付順)
廣瀬 俊行さん 佳壽子様 (江別市) 没09月10日 菊池 泰子さん 民男様 (西　区) 没09月23日
小出谷 武さん 幸子様 (恵庭市) 没09月23日 中山 国男さん ヤス様 (東　区) 没10月06日
羽賀 澄子さん 君夫様 (南　市) 没09月11日

柴田　　護 （豊平区） 岩城　　徹 （西　区）

川村　幸枝 藤江照代四 中村　英子 齋藤　　忠 栗林　敏子 荒谷美千代
平崎　　博 畠山みのり 竹村　　修 垣内　亘子 高橋スギ子 宮本　清英
池田　　洋 佐藤　公三 佐野　敏明 小原　　誠 小木　武美 大谷　俊夫
能登　昇一 高橋　健二  加藤 マツ子 谷　　宣広 斉藤　　聡 山本　　勤
伊勢谷　均 山本　貞男 菊谷　睦子 松居　公志 斉藤　勝之 杉山　正子
小杉　正規 國本　和子 根守　勝巳 竹田　哲雄 宮越　宏之 杉村　　肇
小山田　緑 佐久間博子 阿達　孝次 村上　克則 渡邊　啓子 吉田　栄子
水野重太郎 石川マサ子  　八田　健一 藤澤　行雄

第２１２号　Ｐー４　

(１０月～１１月生まれの方) (敬称略)おめでとうございます

新会員紹介 （敬称略）

お悔み申し上げます

＜お知らせ＞

年末年始期間の事務局連絡先 ※緊急時のみ

◎期間 １２月２８日（木）～１月８日（月）

安部 事務局長 携帯 ０７０ー８３４６－３５４３

沖 事務局次長 携帯 ０９０－２６９９－７１２６

※お詫びと訂正 ２１１号で掲載しましたパークゴルフ大会の入賞者氏名に一部誤りががりましたので、訂正しお詫び

いたします。 （誤）佐藤 正幸 （正）佐藤 雅之


